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他
都
市
に
み
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済
の
事
例

で
は
「
中
間
的
就
労
」
と
同
義
語

だ
が
、
そ
こ
に
新
し
い
産
業
が
孵

化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う

意
味
も
含
ん
で
、
つ
ま
り
、
い
ま

は
「
中
間
」
で
も
、
そ
の
う
ち
「
通

常
」
に
仲
間
入
り
す
る
成
長
産
業

で
も
あ
る
と
い
う
意
味
で
、「
中
間

労
働
市
場
」
と
表
現
し
て
い
る
。

２ 

　 

施
設
な
き
授
産

　

１
９
９
９
年
、
ボ
ク
は
、
エ
ル
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
知
的
障
害
者

等
雇
用
の
た
め
の
事
業
協
同
組
合

を
創
っ
た
。
正
式
名
称
は
大
阪
知

的
障
害
者
雇
用
促
進
建
物
サ
ー
ビ

ス
事
業
協
同
組
合
で
、
三
つ
の
社

会
福
祉
法
人
（
大
阪
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
、
大
阪
市
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
、
大
阪
精
神
障
害
者
社
会
復

帰
促
進
協
会
）と
、
㈱
グ
ッ
ド
ウ
ィ

ル
さ
か
い
、
㈱
ナ
イ
ス
の
二
つ
の

株
式
会
社
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、

㈱
ナ
イ
ス
が
ボ
ク
の
所
属
だ
。

　

き
っ
か
け
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ

１ 

　 

は
じ
め
に

　

完
全
失
業
者
は
３
５
０
万
人
で

も
、
失
業
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
な
い
が
、
働
く
た
め
の
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
「
働
き
た
い

人
々
」は
、
１
０
０
０
万
人
と
も
、

２
０
０
０
万
人
と
も
推
計
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
大
変
な
数

で
、
あ
れ
こ
れ
の
求
職
者
支
援
方

策
で
は
追
い
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、

注
目
さ
れ
始
め
た
の
が
「
中
間
的

就
労
」
と
い
う
「
働
く
場
」
だ
。

大
方
、
中
間
的
就
労
と
は
、
通
常

労
働
市
場
へ
の
「
中
二
階
」
の
よ

う
な
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
像
を
描
く
に
は
実
践
例
が
乏

し
す
ぎ
る
。
そ
こ
で
、
ボ
ク
達
の

15
年
来
の
小
さ
な
試
み
を
紹
介
し

て
み
よ
う
と
思
い
、
こ
の
拙
稿
を

記
す
こ
と
に
し
た
。

　

な
お
、
拙
稿
で
は
、
中
間
的
就

労
の
こ
と
を
「
中
間
労
働
市
場
」

と
表
現
し
て
い
る
。
通
常
労
働
市

場
へ
の
「
中
二
階
」
と
い
う
意
味

① 
大
阪 
中
間
労
働
市
場
と
社
会
的
企
業

ル
で
、
知
的
障
害
者
の
雇
用
が
進

ま
な
い
の
は
、「
働
く
意
欲
」
が
弱

い
か
ら
だ
と
言
わ
れ
た
の
で
、
そ

も
そ
も
「
働
く
意
欲
」
は
働
く
こ

と
に
よ
っ
て
し
か
育
ま
れ
な
い
の

で
は
と
頓
知
問
答
し
て
、
大
阪
府

の
委
託
清
掃
業
務
を
、
障
害
者
の

職
業
訓
練
の
場
と
し
て
発
注
し
て

欲
し
い
と
提
案
し
た
。
当
時
か
ら

財
政
危
機
に
あ
り
、
障
害
者
施
策

の
授
産
施
設
の
新
設
な
ど
余
力
の

な
か
っ
た
大
阪
府
が
、「
行
政
の
福

祉
化
」
と
銘
打
っ
て
、
地
方
自
治

法
及
施
行
令
（
第
１
６
７
条
の
２

第
１
項
第
２
号―
性
質
又
は
目
的

が
競
争
入
札
に
適
し
な
い
と
き
随

意
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
を

適
用
し
て
く
れ
て
、
施
設
の
清
掃

を
随
意
契
約
で
発
注
し
て
く
れ
た
。

ボ
ク
は
、こ
れ
を「
施
設
な
き
授
産
」

と
呼
ん
だ
。
以
来
13
年
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
の
Ｕ
Ｓ
Ｊ
、
社
会
福
祉
法

人
も
含
め
、
随
契
現
場
は
65
現
場

と
な
り
、
約
１
４
０
０
人
の
障
害

者
を
就
労
支
援
し
て
き
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
あ
っ
た
。
１

つ
は
、
行
政
サ
イ
ド
と
福
祉
サ
イ

ド
の
双
方
か
ら
、「
働
く
意
欲
は
、

働
く
こ
と
か
ら
」
と
、
い
わ
ば
障

害
者
雇
用
の
最
初
の
釦
を
掛
け
直

し
て
み
た
こ
と
だ
。
２
つ
目
は
、

地
方
自
治
法
及
施
行
令
第
１
６
７

条
は
第
３
号
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
や
母
子
福
祉
団
体
を
特

定
し
て
随
意
契
約
で
き
る
と
定
め

て
い
る
が
（
後
に
、
障
害
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
く
事
業
所
を
追
加

し
た
）、
こ
れ
に
依
拠
せ
ず
、
第
２

号
の「
性
質
又
は
目
的
」に
依
拠
し
、

雇
用
に
先
立
つ
就
労
支
援
を
政
策

化
し
た
こ
と
だ
。
そ
こ
に
、
大
阪

府
の
「
行
政
の
福
祉
化
」
と
い
う

公
共
調
達
へ
の
政
策
的
意
図
が
示

さ
れ
た
。
３
つ
目
に
、
通
産
省（
当

時
）
所
轄
の
中
小
企
業
等
事
業
協

同
組
合
法
に
も
と
づ
き
、
社
会
福

祉
法
人
が
株
式
会
社
と
共
に
事
業

協
同
組
合
に
参
画
す
る
と
い
う
初

め
て
の
試
み
で
事
業
体
を
創
っ
た

こ
と
だ
。
ま
だ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
制

執
筆冨

田　

一
幸

株
式
会
社
ナ
イ
ス
代
表
取
締
役

エル・チャレンジ訓練
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定
さ
れ
る
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

事
業
体
に
価
値
を
見
た
こ
と
が
先

駆
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
中
間
労
働
市
場
の

一
つ
の
モ
デ
ル
が
で
き
た
が
、「
働

く
意
欲
が
弱
い
」
と
言
わ
れ
た
知

的
障
害
者
と
、
な
い
袖
は
振
れ
な

い
状
態
だ
っ
た
大
阪
府
の
財
政
状

況
の
、
期
せ
ず
し
て
の
コ
ラ
ボ
か

ら
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
妙
が
あ
っ

た
。

３ 

　 

総
合
評
価
合
入
札

　

エ
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
方
式
の
特

徴
は
、
あ
く
ま
で
就
労
支
援
（
概

ね
一
年
間
）
で
あ
っ
て
雇
用
で
は

な
い
か
ら
、
就
労
支
援
生
の
就
職

先
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
公
共
の
委
託
清
掃
現
場
を
探

し
た
が
、
当
時
の
大
阪
の
現
場
で

は
、
底
値
な
し
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
競

争
が
横
行
し
、
大
阪
市
役
所
の
庁

舎
清
掃
は
１
億
円
だ
っ
た
落
札
価

格
が
３
０
０
０
万
円
に
ま
で
下
落

す
る
ほ
ど
で
、
と
て
も
障
害
者
雇

用
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
よ
う

や
く
、
国
も
最
低
制
限
価
格
や
低

入
札
価
格
調
査
制
度
、
そ
れ
に
総

合
評
価
入
札
制
度
の
導
入
を
認
め

始
め
た
の
で
、
ボ
ク
達
は
２
０
０

２
年
の
頃
か
ら
、「
障
害
者
雇
用
は
、

罰
す
る
よ
り
、
競
う
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
を
出
し
て
、
総
合
評
価

入
札
導
入
を
求
め
る
運
動
を
始
め

た
。
こ
の
運
動
が
功
を
奏
し
た
の

は
、「
自
治
体
ビ
ル
管
理
契
約
研
究

会
」
と
い
う
、
事
業
者
も
行
政
側

も
議
員
も
福
祉
団
体
も
自
由
に
参

加
で
き
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
置
し
、

大
阪
府
庁
に
隣
接
す
る
会
場
で
、

何
度
と
な
く
会
合
を
催
し
、
次
第

に
参
加
者
を
増
や
す
ロ
ビ
ー
活
動

を
や
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
当
時
で

は
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
者
や
労
働
者
の

意
識
調
査
を
実
施
し
、
入
札
へ
の

現
場
の
声
を
拾
っ
た
の
も
効
果
的

だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
０
４
年
、
大
阪

府
は
、
価
格
50
点
、
技
術
14
点
、

福
祉
30
点
、
環
境
６
点
で
合
計
１

０
０
点
を
競
う
「
総
合
評
価
一
般

競
争
入
札
制
度
」
を
導
入
し
た
。

大
阪
方
式
の
総
合
評
価
入
札
は
、

発
注
当
該
現
場
の
障
害
者
雇
用
は

法
定
雇
用
率
の
10
倍
の
18
％
、
つ

ま
り
５
人
１
人
を
満
点
に
し
、
か

つ
、落
札
事
業
者
が
代
わ
っ
て
も
、

障
害
者
の
継
続
雇
用
を
義
務
づ
け

る
、
さ
ら
に
、
母
子
家
庭
の
母
や

就
職
困
難
者
の
雇
用
に
も
加
点
す

る
等
、
雇
用
重
視
、
福
祉
重
視
が

特
徴
と
な
っ
た
。

　

総
合
評
価
入
札
の
効
果
は
大
き

く
、
８
年
経
っ
て
、
応
札
事
業
者

の
平
均
障
害
者
雇
用
率
は
10
％
を

超
え
、
エ
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
５

０
０
人
を
超
え
る
就
職
者
を
実
現

し
た
。
予
定
価
格
と
落
札
価
格
の

割
合
（
落
札
率
）
も
80
％
台
で
安

定
し
、
当
初
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
も
、
こ

の
数
年
、
一
般
社
団
法
人
大
阪
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
（
以
下
大

阪
ビ
ル
メ
ン
協
会
）
と
エ
ル
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
共
催
で
「
障
害
者
就
労

支
援
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座
」
を
開

催
し
、
全
会
員
企
業
で
の
支
援
ス

タ
ッ
フ
の
設
置
を
め
ざ
す
ま
で
に

な
っ
た
。
ま
た
、
総
合
評
価
入
札

導
入
の
自
治
体
も
10
自
治
体
を
超

え
、
医
療
法
人
や
社
会
福
祉
法
人

で
も
導
入
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
産
業
は
、

３
・
５
兆
円
産
業
で
２
０
０
万
人
雇

用
と
推
計
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

少
な
く
と
も
20
％
は
公
共
発
注
現

場
で
、
40
万
人
の
雇
用
が
あ
り
、

大
阪
で
は
、応
札
企
業
だ
け
だ
が
、

障
害
者
雇
用
率
が
１
割
に
達
し
て

い
る
わ
け
で
、
ま
さ
に
、
価
格
競

争
を
や
め
て
、
雇
用
を
競
っ
て
、

福
祉
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
国
や
自
治
体

の
発
注
す
る
公
共
調
達
は
65
兆
円

市
場
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
５
０

０
万
人
程
の
雇
用
は
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
こ
で
、
雇
用
が
競
わ
れ

た
と
し
た
ら
、
ど
れ
ほ
ど
の
効
果

が
あ
る
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。

自
治
体
の
根
拠
法
は
地
方
自
治
法

及
び
施
行
令
で
、
国
の
発
注
物
件

な
ら
会
計
法
及
び
予
算
決
算
令
だ

が
、
い
ず
れ
も
総
合
評
価
入
札
を

認
め
て
い
る
か
ら
、
即
効
性
の
あ

る
施
策
だ
と
思
う
。

４ 

　 

都
市
公
園
管
理
共
同
体

　

ボ
ク
達
は
、
総
合
評
価
入
札
に

続
く
「
柳
の
下
の
二
匹
目
の
鰌
」

を
探
し
て
、
２
０
０
６
年
、
大
阪

府
立
公
園
の
指
定
管
理
者
制
度
に

行
き
つ
い
た
。当
時
の
大
阪
で
は
、

公
園
に
ホ
ー
ム
レ
ス
の
青
テ
ン
ト

が
林
立
し
、
公
園
の
利
用
を
制
限

さ
れ
た
住
民
の
ス
ト
レ
ス
も
溜
ま

り
、
大
阪
市
も
行
政
代
執
行
に
踏

み
切
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
、
ボ
ク
達
は
、
ホ
ー

ム
レ
ス
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
釜
ヶ
崎
支

援
機
構
（
ボ
ク
は
そ
こ
の
理
事
に

就
任
し
て
い
る
）
と
、
総
合
評
価

入
札
に
応
札
し
て
い
る
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
企
業
や
造
園
事
業
者
と

の
共
同
企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
で
「
都

市
公
園
管
理
共
同
体
」を
結
成
し
、

指
定
管
理
者
選
考
に
挑
戦
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
公
園
で
寝
て
る

人
か
ら
、
公
園
で
働
く
人
へ
」だ
っ
た
。

　

こ
れ
が
反
響
を
呼
ん
で
、
都
市

公
園
管
理
共
同
体
は
当
初
、
２
つ

の
公
園
で
選
考
に
合
格
し
、
ホ
ー

ム
レ
ス
就
業
体
験
事
業
を
始
め
た
。

さ
ら
に
、
３
年
後
の
指
定
管
理
者

選
考
で
は
、
地
域
の
障
害
者
作
業

所
や
人
権
団
体
等
９
団
体
で
「
お

し
ご
と
興
業
合
同
会
社
」
を
創
っ

て
、
一
般
企
業
と
の
Ｊ
Ｖ
を
構
成

し
指
定
管
理
者
に
な
っ
た
。
コ
ン

セ
プ
ト
は
、「
ひ
と
が
優
し
く
な
れ

る
公
園
」
で
、
就
労
支
援
だ
け
で

な
く
、地
域
住
民（
公
園
の
利
用
者
）

公園での作業大阪市内清掃業務物件　落札価格の推移
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も
ま
た
指
定
管
理
者
に
参
画
す
る

と
い
う
着
想
だ
っ
た
。

　

現
在
で
は
、
18
の
府
立
公
園
の

内
５
つ
の
公
園
を
都
市
公
園
管
理

共
同
体
で
管
理
し
て
い
る
が
、
エ

ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
随
意
契
約
と

い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ（
奨
励
策
）

に
依
拠
し
て
い
た
が
、
都
市
公
園

管
理
共
同
体
は
、
い
わ
ば
市
場
の

知
恵
で
社
会
益
を
実
現
す
る
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。

５ 

　 

就
労
支
援
費
込
労
務
単
価

　

さ
て
、
エ
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

大
阪
ビ
ル
メ
ン
協
会
が
共
同
で
取

り
組
み
始
め
て
い
る
「
入
札
改
革

の
第
３
ス
テ
ー
ジ
」
は
、
労
務
単

価
の
積
算
基
準
の
見
直
し
だ
。
ビ

ル
メ
ン
労
働
市
場
の
中
に
「
施
設

な
き
授
産
」
を
設
け
、
総
合
評
価

入
札
で
雇
用
を
競
っ
て
も
、
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
産
業
は
、
俗
に「
最

賃
産
業
」
は
た
ま
た
「
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
」
と
揶
揄
さ
れ
る
低

賃
金
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
障
害

年
金
や
雇
用
給
付
金
の
あ
る
障
害

者
は
と
も
か
く
も
、
支
援
制
度
や

奨
励
制
度
の
な
い
就
職
困
難
者
に

と
っ
て
は
、
魅
力
あ
る
職
場
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
大
阪
の
よ
う
な

都
市
の
場
合
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
労
働
者
の
多
く
は
賃
貸
住
宅
居

住
者
だ
が
、
家
賃
は
５
万
円
を
越

し
、最
賃
ギ
リ
ギ
リ
の
賃
金
で
は
、

家
賃
を
差
し
引
く
と
７
万
円
程
度

に
と
ど
ま
り
、
生
活
保
護
水
準
に

届
か
な
い
。
野
田
市
や
川
崎
市
等

で
、
地
域
包
括
最
賃
以
上
の
賃
金

を
設
定
し
て
、
低
賃
金
を
規
制
す

る
「
公
契
約
条
例
」
が
制
定
さ
れ

て
き
た
が
、
公
共
委
託
現
場
全
体

に
広
が
る
も
の
で
は
な
く
、
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
産
業
全
体
に
広
が

る
と
も
思
わ
れ
ず
、
現
状
で
は
、

功
を
奏
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　

そ
こ
で
、
エ
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

と
大
阪
ビ
ル
メ
ン
協
会
は
、
国
土

交
通
省
の
「
建
築
保
全
業
務
労
務

単
価
積
算
基
準
」
に
、
就
職
困
難

者
等
へ
の
就
労
支
援
に
係
る
コ
ス

ト
を
加
算
し
て
欲
し
い
と
提
案
し

て
い
る
。
実
際
、
大
阪
府
の
総
合

評
価
入
札
物
件
で
は
、「
福
祉
推
進

費
」
と
し
て
労
務
単
価
の
３
％
を

加
算
し
て
お
り
、
ビ
ル
メ
ン
協
会

か
ら
は
５
％
に
引
き
上
げ
て
欲
し

い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
議
論
を
積
み
上
げ
て

い
っ
て
、「
就
労
支
援
費
込
労
務
単

価
」
を
合
意
で
き
な
い
も
の
か
と

期
待
し
て
い
る
。

　

ち
ょ
っ
と
唐
突
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、障
害
者
雇
用
は
、

い
わ
ば
「
外
税
」
の
よ
う
な
仕
組

み
に
な
っ
て
企
業
の
雇
用
開
発
に

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
奨
励
策
）
を

設
け
て
い
る
が
、
こ
の
や
り
方
を

就
職
困
難
者
全
体
に
適
用
す
る
に

は
コ
ス
ト
が
か
か
り
過
ぎ
る
。「
内

税
」
に
し
た
ら
自
治
体
等
の
委
託

価
格
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
財
政
圧

迫
に
つ
な
が
る
と
懸
念
さ
れ
そ
う

だ
が
、
総
合
評
価
入
札
と
セ
ッ
ト

に
す
れ
ば
、一
定
の
財
源
の
中
で
、

応
札
企
業
が
創
意
的
な
試
み
を
競

う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
委
託
価
格

の
高
騰
に
は
な
ら
な
い
。例
え
ば
、

ボ
ク
達
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
や
ニ
ー

ト
等
を
支
援
す
る
団
体
と
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
と
で
、
通
例
の

会
社
の
社
宅
と
は
違
う
、
支
援
の

あ
る
「
社
宅
」
を
創
っ
て
、
家
賃

助
成
と
自
立
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
で
き
な
い
か
と
検
討
を
始
め
て

い
る
。

　

つ
ま
り
、
ボ
ク
は
、
エ
ル
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
「
施
設
な
き
授
産
」
が

中
間
労
働
市
場
の
一
つ
の
試
み
で

あ
る
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
、

狭
義
の
定
義
で
、「
総
合
評
価
入
札
」

と
「
就
労
支
援
費
込
労
務
単
価
」

も
含
ん
だ
、「
労
働
市
場
へ
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
」
を
広
義
の
意
味
の

「
中
間
労
働
市
場
」
と
思
い
描
い
て

き
た
の
で
あ
る
。

６ 

　 

新
雇
用
産
業

　

そ
も
そ
も
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

産
業
と
い
う
の
は
、
労
働
集
約
型

産
業
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
雇
用
が

こ
れ
ほ
ど
切
実
な
社
会
的
価
値
に

な
っ
て
き
た
現
代
に
お
い
て
は
、
①

雇
用
創
出
力
が
高
く
、
②
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
解
消
し
や
す
く
、
③
不
況
耐
性

も
あ
り
、
④
生
産
性
を
求
め
ら
れ
な

い
け
ど
、
付
加
価
値
は
高
い
し
、
⑤

環
境
保
全
等
公
益
性
も
高
い
産
業

で
、
ま
さ
に
現
代
の「
新
雇
用
産
業
」

で
あ
る
と
思
う
。
労
働
集
約
型
産
業

が
ま
さ
に
「
新
雇
用
産
業
」
に
飛
躍

す
る
と
い
う
こ
と
を
、「
施
設
な
き

授
産
」
や
「
総
合
評
価
入
札
」
で
実

証
し
、
い
ま
、「
就
労
支
援
費
込
労

務
単
価
」
で
価
値
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
と
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ

う
か
。
せ
っ
か
く
の「
新
雇
用
産
業
」

を
価
格
競
争
で
摩
耗
さ
せ
る
の
は
、

あ
ま
り
に
非
効
率
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

前
述
の
よ
う
に
、「
施
設
な
き
授

産
」
と
「
総
合
評
価
入
札
」
と
「
就

労
支
援
費
込
労
務
単
価
」
は
、
入

札
制
度
に
あ
っ
て
「
三
位
一
体
」

の
関
係
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
い
く

ら
労
務
単
価
に
就
労
支
援
費
を
加

算
し
て
も
、
入
札
が
価
格
競
争
に

傾
き
す
ぎ
る
と
意
味
を
な
さ
な
い

し
、
逆
に
、
落
札
率
が
上
が
る
分
、

予
定
価
格
は
上
げ
な
く
て
も
就
労

支
援
費
の
財
源
は
捻
出
で
き
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
総
合
評
価
入

札
で
高
い
福
祉
力
を
求
め
る
と
企

業
の
教
育
コ
ス
ト
は
嵩
む
が
、
こ

れ
を
「
施
設
な
き
授
産
」
で
担
保

し
て
あ
げ
る
と
、
企
業
は
コ
ス
ト

減
に
な
る
。
そ
う
い
う
相
関
関
係

を
、
エ
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
大
阪

ビ
ル
メ
ン
協
会
は
「
政
策
入
札
」

と
銘
打
っ
て
、
現
在
、
全
国
行
脚

で「
政
策
入
札
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
通
常
労
働
市
場
へ
の

エル・チャレンジ　園芸
エル・チャレンジ方式フロー図
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「
中
二
階
」
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

だ
っ
た
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
産
業

が
、い
つ
の
間
に
か「
新
雇
用
産
業
」

と
し
て
価
値
化
さ
れ
て
い
く
、
そ

れ
を
奨
励
し
、
育
成
し
て
い
く
の

が
「
中
間
労
働
市
場
」
で
は
な
い

か
と
提
案
し
た
い
の
で
あ
る
。

７ 

　 

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

と
こ
ろ
で
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
産
業
と
も
公
共
調
達
と
も
親
和

性
の
あ
る
の
が
、
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
だ
。
経
済
産
業
省
の
統
計
で

は
約
80
兆
円
、
８
０
０
万
人
雇
用

の
成
長
産
業
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

公
益
と
民
益
の
中
間
に
あ
る
「
社

会
益
」
を
担
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ（
社
会
的
企
業
）

が
主
体
の
市
場
で
、
平
易
に
言
え

ば
、
株
式
会
社
と
は
違
う
、
社
会

福
祉
法
人
や
医
療
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
事
業
活
動
分
野
で
、
介
護
や

給
食
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な
生
活
関

連
産
業
と
表
現
す
れ
ば
い
い
の
だ

ろ
う
か
。
実
は
、
こ
の
産
業
は
、

産
業
本
体
そ
の
も
の
も
雇
用
創
出

力
が
あ
る
が
、
例
え
ば
「
総
合
介

護
事
業
」
と
で
も
言
う
べ
き
周
辺

業
務
も
多
く
、
外
部
委
託
し
て
い

る
業
務
も
多
い
。

　

一
説
に
、
社
会
福
祉
法
人
の
内

部
留
保
は
２
兆
円
と
も
言
わ
れ
て

い
る
し
、
医
療
法
人
の
社
会
貢
献

が
突
出
し
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と

も
な
い
。
法
人
の
給
食
や
清
掃
業

務
の
委
託
現
場
で
は
、価
格
に
偏
っ

た
入
札
や
契
約
が
横
行
し
て
お
り
、

障
害
者
雇
用
等
を
評
価
し
て
く
れ

る
わ
け
で
も
な
い
と
い
う
苦
情
も

度
々
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。
自
治

体
は
、
せ
っ
か
く
の
地
域
に
密
着

し
た
「
地
産
地
消
」
型
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
、
た
だ
旧
態

依
然
の
制
度
と
市
場
原
理
だ
け
に

委
ね
て
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
際
、
自
治
体
が
率
先
し
て
、
公

共
調
達
戦
略
の
姿
を
示
す
こ
と
で
、

こ
の
新
し
い
市
場
に
好
影
響
を
与

え
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ボ
ク
達
は
、

こ
れ
を
「
育
て
る
入
札
」「
育
て
る

公
共
」と
呼
ん
で
い
る
。地
域
に「
雇

用
」
と
い
う
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
（
社
会
的
価
値
）」
を
育
て

る
、制
度
と
は
違
う「
福
祉
を
興
す
」

と
い
う
主
旨
だ
。

　

同
時
に
、
こ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
か
ら
社
会
的
企
業
が
育
ま
れ

る
と
思
う
。
例
示
し
た
よ
う
に
、
ボ

ク
の
社
会
的
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
通

説
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
無
手
勝
流

だ
。
つ
ま
り
、
エ
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

と
い
う
事
業
協
同
組
合
、
都
市
公
園

管
理
共
同
体
と
い
う
Ｊ
Ｖ
、
お
し
ご

と
興
業
と
い
う
合
同
会
社
、
さ
ら
に

は
エ
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
産
業
と
の
協
働
事
業
、
こ

う
し
た
連
携
型
も
又
社
会
的
企
業
の

一
形
態
で
、「
日
本
型
」
で
は
な
い

か
と
思
い
描
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

８ 

　 

政
策
入
札
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

現
在
、
全
国
行
脚
し
て
い
る「
政

策
入
札
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
目

的
は
三
つ
で
、
一
つ
は
「
施
設
な

き
授
産
」
で
「
働
き
た
い
」
を
支

援
し
、二
つ
目
は「
総
合
評
価
入
札
」

で
「
雇
用
を
競
う
」、
三
つ
目
は
、

「
就
労
支
援
費
込
労
務
単
価
」で「
福

祉
を
興
す
」
と
い
う
こ
と
だ
。
こ

の
三
位
一
体
を
「
政
策
入
札
」
と

呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
す
で
に

６
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
つ

か
ん
だ
コ
ン
セ
プ
ト
は
二
つ
で
、

ひ
と
つ
は
、「
新
雇
用
産
業
」
と
い

う
こ
と
、二
つ
目
は「
育
て
る
入
札
」

と
い
う
公
共
調
達
戦
略
だ
。
こ
の

三
つ
の
目
的
、
二
つ
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
法
制
度
に
で
き
な
い
か
と
検

討
を
重
ね
て
き
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
手
が
か
り
と
な
る
の

が
、
一
つ
は
、
前
述
し
た
「
公
契

約
法
／
公
契
約
条
例
」
だ
。
公
契

約
条
例
が
「
賃
金
条
例
」
な
ら
効

果
は
薄
い
と
前
述
し
た
が
、「
基
本

条
例
」
あ
る
い
は
「
雇
用
条
例
」

な
ら
、
政
策
入
札
を
実
現
す
る
有

力
な
条
例
に
な
る
と
思
う
。
大
阪

府
は
、
も
う
15
年
程
前
に
、「
行
政

の
福
祉
化
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
部
局
横
断
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

創
り
、
４
人
の
知
事
が
代
わ
っ
た

現
在
で
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。「
行

政
の
福
祉
化
」
は
公
契
約
条
例
の

先
駆
だ
と
思
う
が
、
こ
れ
を
条
例

に
ま
で
高
め
る
な
ら
ば
、
い
っ
そ

う
安
定
し
た
公
共
調
達
戦
略
に
な

る
の
は
間
違
い
な
い
こ
と
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
公
契
約
条
例
は
、

い
わ
ゆ
る
「
権
力
条
例
」
で
あ
ろ

う
は
ず
が
な
く
、あ
く
ま
で「
民
法
」

上
の
契
約
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
だ
。

だ
か
ら
、
発
注
者
の
自
治
体
は
、

予
定
価
格
を
上
げ
れ
ば
い
い
の
で

は
な
く
、
就
労
支
援
費
込
労
務
単

価
を
厳
正
に
精
査
し
た
う
え
で
積

算
し
、
受
注
者
の
企
業
が
、
こ
の

財
源
の
中
で
、
ど
う
や
っ
て
就
職

困
難
者
の
就
労
定
着
を
実
現
す
る

か
を
考
案
し
、
総
合
評
価
入
札
で

競
う
も
の
で
あ
っ
て
、
最
賃
と
は

別
の
基
準
を
あ
て
は
め
る
も
の
で

は
な
い
と
思
う
。

　

も
う
一
つ
の
手
が
か
り
は
、
厚

生
労
働
省
が
検
討
し
て
い
る
「
生

活
支
援
戦
略
」
で
、
す
ぐ
に
は
就

労
で
き
そ
う
に
な
い
人
へ
の
「
就

職
前
支
援
の
働
く
場
」
と
、
困
難

を
抱
え
な
が
ら
働
き
続
け
る
人
を

雇
用
す
る
「
認
定
事
業
所
」
制
度

を
検
討
し
て
と
聞
い
て
い
る
。
大

い
に
期
待
さ
れ
る
が
、ボ
ク
は
、「
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
労
働
市
場
に
！
」

「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
中
間
労
働
市

場
に
！
」「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
社

会
的
企
業
に
！
」
と
声
を
大
に
し

て
訴
え
た
い
。
何
故
な
ら
、
緊
急

雇
用
対
策
な
ど
厚
労
省
の
施
策
は
、

あ
ま
り
に
「
支
援
」
に
、「
人
件
費
」

に
傾
き
す
ぎ
て
、
費
用
対
効
果
は

低
か
っ
た
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。


